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２０１２年より「炉端の会」の活動等をお伝えしてきた「炉端のひと
り言」ですが、今月から心機一転、タイトルを「炉端だより」に変更
いたしました。広報チームではこれからも会と会員による様々な活動
や情報を発信してまいりますので、引き続きご愛読下さるようお願い
いたします。 「炉端の会」広報チーム一同

「炉端の会」では毎月、会員間の情報共有と連絡調整を行い、会の意思決定をす
る場としての「例会」と、活動に役立つ知識を学ぶ場としての「学習会」が行わ
れていました。ところが２０２０年以降、新型コロナ流行のため多くの人が集ま
る会合は難しくなり、「例会」「学習会」も実施できない状態が続いていました。
ようやく新型コロナが収束に向かい、ゴールデンウィーク明けには感染区分が第
５類に変更されたことから、５月１３日（土）、待ちに待った「学習会」が再開
されました。

コロナ禍以前の「例会」「学習会」は平日の午前中に東口
ビジターセンターで開催されていましたが、今後は平日だ
けでなく土日を含む全活動日で順に行うことが決まりまし
た。再開第１回の「学習会」開催は土曜日、時間は１５時
から、場所は「宙と緑の科学館」学習室をお借りしました。
当日はあいにくの雨天にもかかわらず４１名もの会員が参
加し、「博物館で行うむかし話公演とは？」というテーマ
で行われた民家園の民俗担当学芸員Iさんの解説に熱心に
耳を傾けました。以前は３０分程度だった時間も今回から
は１時間となり、じっくりと話が聞けるようになりました。

「学習会」は今後、毎月実施される予定です。
実施日の古民家での火焚きは１４時頃で早仕舞いになります。


